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1． はじめに 

南極の沿岸では，氷床が沿岸で海洋に流れ込んで棚氷を形成する．南極氷床における氷消 

耗は，棚氷の先端で生じるカービング（氷山分離）と棚氷の底面融解が同程度の割合を占め

ており 1)，氷床の質量変動に重要な役割を担っている．衛星データ解析や数値モデリングによ

って，棚氷の底面融解量の増加が南極氷床の質量減少に寄与することが指摘されている 2)．

従って，南極氷床の質量変動を予測する上で，棚氷の底面融解量の定量化や融解するメカニ

ズムを理解することが急務である．近年，棚氷底面下や氷河前縁における海洋観測によって，

棚氷の底面融解量が定量的に示されるようになってきている 3)．しかしながら棚氷下を直接

観測することは難しく，底面融解の理解が遅れている．  

 第 59 次日本南極地域観測隊では，氷河棚氷下における海洋特性の理解と底面融解量の定量

化を目的として，東南極ラングホブデ氷河末端付近の棚氷において活動を行った．2017/18 年

に実施した野外観測において，熱水掘削システムを用いた棚氷を貫通する掘削を行い 4)，棚氷

下の海洋で塩分・水温データや水中カメラによる棚氷底面と海底の映像を得た．同地では

2011/12 年にも接地線付近で観測が行われており 5)，氷厚や棚氷下の水塊構造，及び棚氷下に

おける生物の存在が報告されている．本観測では，接地線より下流側においてより広範囲で

の観測を実施した．本報では，海洋観測より明らかになった棚氷の断面構造，棚氷下の海洋

における水温・塩分の分布，および水中カメラで撮影された生物の様子を報告する． 

 

2． 手法 

2018 年 1 月 1－24 日の間に，ラングホブデ氷河の末端から約 3 km の範囲で熱水掘削孔 

4 点を用いた海洋観測を実施した． 

2.1.  CTD 測定 

 塩分・水温・水圧センサ（IDRONAUT 社 Ocean Seven 304）を挿入し，棚氷下の水温及び塩

分分布を測定した．CTD センサには錘を取り付け，ケプラーロープを用いて孔内に降ろした．

塩分・水温・水圧の測定精度はそれぞれ 0.005 psu， 0.005 ℃，0.05 % F.S.である．  

2.2.  水中カメラ 

 小型水中カメラ（Little Leonardo 社 V500-LED 及び GoPro 社 HERO5）を挿入し，棚氷から

海底までの撮影を行った．挿入方法は CTD センサと同様である．V500-LED は掘削孔 4 点で
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鉛直下向きに撮影した．HERO5 は BH1802 のみで使用し，鉛直上向きに挿入し棚氷底面の撮

影を試みた． 

図１ 南極沿岸の人工衛星写真（Landsat 画像，2018 年 2 月 16 日撮影）にラングホブデ氷河

を示す．氷河は図の右下から左上に向かって流れている．星印 4 点(BH1801-04)は熱水掘削お

よび海洋観測地点を示す．  

 

3． 結果・考察 

3.1.  CTD 測定 

3.1.1. 氷河断面構造 

 CTD データより算出された氷河の断面構造を図 2に示す．氷河末端付近で氷厚 234 m から

接地線付近で 412 m の棚氷を形成しており，海水層は氷河末端近傍の BH1801 で 302 m，最も

接地線に近い BH1804 で 12 m であった． 

 

図 2 掘削によって明らかになったラングホブデ氷河の鉛直断面．横軸は 2018 年 2 月 

16 日の氷河末端からの距離，縦軸は海面からの高さ（水深）を示す． 
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3.1.2.  棚氷下における水温・塩分分布 

 棚氷下の水温は，棚氷底面直下で－1.2℃から－1.4℃程度であり，その下 5–10 m にわたっ

て急激に上昇し－1.35℃程度であった．水深が下がるにつれ水温は徐々に上昇し，水深 400 m

付近で－1.15℃から－1.2℃となり，その下海底付近までほぼ一定の値を示した．塩分は，棚

氷底面直下で 34.24–34.28psu であり，水深が下がるにつれて徐々に増加していた．その後水

深 400 m 付近で 34.3–34.32psu となり，その下海底付近までほぼ一定の値を示した．この結果

から，棚氷底面直下50–100 m付近には，比較的冷たく低塩分の水塊が存在しているのに対し，

水深 400 m 以深から海底にかけて，比較的温かく高塩分の水塊が存在していることが明らか

になった． 

 

3.2. 水中カメラ 

 掘削孔へ挿入した水中カメラの映像を図 3 に示す．棚氷下の海底付近(図 3(b))では，ナン

キョクオキアミをはじめとした多数の動物プランクトンや底生生物が確認された（図 3(c)）． 

これらの生物は，氷河末端から約 2 km 離れた海底においても生息していることが明らかに

なった．さらに，棚氷底面直下数十メートルの範囲では，複数の動物プランクトンが確認さ

れた（図 3(d)）．これらの結果から，棚氷底面下や海底付近には，広範囲にわたって多様な

生物相が存在することが示唆された． 

 

４．まとめ 

 東南極ラングホブデ氷河において熱水掘削による海洋観測を行った．2017/18 年に実施し

た観測では，氷河末端付近は厚さ約 234–412 m の棚氷を形成しており，その下の海水層は棚

氷末端付近で約 302 m，接地線付近では約 12 m であった．また，水深 400 m から海底付近

にかけて水温－1.15℃から－1.2℃で塩分が 34.3 から 34.32 程度の水塊が存在しているのに対

し，棚氷底面直下では比較的低温で低塩分な水塊が存在することがわかった．さらに，棚氷

底面直下や海底付近では，広範囲にわたって動物プランクトンをはじめとした多様な生物相

が存在することが明らかになった． 
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図 3 水中カメラで撮影された棚氷下の生物（a）掘削孔にカメラを投入する様子．（b）海

底に到着したときの様子．（c）ナンキョクオキアミと推察される．（d）動物プランクトンの

一種と推察される． 
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